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この広報誌「ふれあい」は皆さまから頂いた社協会費及び青森県共同募金会からの配分金で作成しております

毎年12月1日～12月31日の期間に「共同募金運動」の一環として、地域の社会福祉協議
会を中心に行っています。日常生活で支援を必要としている方々が、安心して年末年始を迎
えることができるように募金活動を行うのが「たすけあい運動」です。

お寄せいただいた募金はこのように活用させていただきます

社協広報「ふれあい」の発行費用や、社
協ホームページの運営に使用されます。

訪問活動や交流会など、地域の高齢者へ
の見守り等の活動費に使用されます。

町内の福祉団体等の活動費用を援助して
います。

～ 使用例 ～

相談会 ふれあい交流会ふれあい訪問

デザイン：舞戸小学校 ６年 花田 心愛さん

この他にも、様々な所で使用

させていただいております。

～ 使用例 ～

広報

スマホ
パソコン

交流会



社協からの報告

2ふれあい

去
る
10
月
17
日(

水)

、

鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

表
彰
審
査
会
を
開
催
し
、

鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
及
び
ふ
く
し
作

文
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
は
、
多
年
わ
た

り
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰

で
、
今
年
度
は
11
名
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
く
し
作
文
・
絵

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
福
祉
意
識

の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
町
内
小
中
高
等
学

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
募

集
し
た
と
こ
ろ
74
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
19
名
の
方
々
が

受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
十
三

久
子

（
鰺
ヶ
沢
地
区
）

・
工
藤

康

（
舞
戸
地
区
）

・
工
藤

梅
子

（
中
村
地
区
）

・
畠
山

純
子

（
中
村
地
区
）

・
白
川

良

（
鳴
沢
地
区
）

・
長
谷
川
ゆ
き
子
（
鳴
沢
地
区
）

・
大
谷

鉄
江

（
赤
石
地
区
）

・
奈
良

正
樹

（
南
金
沢
地
区
）

・
山
田

雪
子

（
南
金
沢
地
区
）

・
吉
川

ツ
コ

（
南
金
沢
地
区
）

・
三
上

一
雄

（
南
金
沢
地
区
）

ふ
く
し
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

・
舞
戸
小
2
年

川
越

瑞
月

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

・
舞
戸
小
5
年

神

楓
華

・
舞
戸
小
5
年

渋
谷

俐
々
愛

優
秀
賞

・
舞
戸
小
6
年

成
田

樹
南

佳
作

・
舞
戸
小
4
年

木
村

瑠
花

・
西
海
小
5
年

菊
池

莉
央

・
西
海
小
5
年

越
野

旬

・
舞
戸
小
6
年

岩
本

后
央

・
舞
戸
小
6
年

井
上

花
音

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞

・
鰺
ヶ
沢
中
1
年

成
田

光

優
秀
賞

・
鰺
ヶ
沢
中
1
年

一
戸

陽
菜

佳
作

・
鰺
ヶ
沢
中
1
年

秋
元

里
穂

・
鰺
ヶ
沢
中
1
年

山
上

桜
空

・
鰺
ヶ
沢
中
2
年

三
ツ
谷
愛
理

ふ
く
し
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

・
西
海
小
1
年

工
藤

暖
人

優
秀
賞

・
西
海
小
1
年

吉
田

璃
空

・
西
海
小
1
年

後
藤

優
哉

佳
作

・
西
海
小
2
年

今

彩
羽

・
西
海
小
2
年

三
ツ
谷

芽

平
成
30
年
10
月
29
日(

月)

、
リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森(

青
森
市)

に
て

開
催
さ
れ
、
鰺
ヶ
沢
町
か
ら
は
、
次
の

方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

青
森
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
長
谷
川
ト
ヨ

（
中
村
地
区
）

・
加
藤

れ
い
子
（
赤
石
地
区
）

・
寺
沢

俊
夫

（
赤
石
地
区
）

青
森
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
20
年
以
上
奉
仕
功
労
】

・
長
谷
川
ト
ヨ

（
中
村
地
区
）

・
加
藤

れ
い
子
（
赤
石
地
区
）

・
寺
沢

俊
夫

（
赤
石
地
区
）

【
10
年
以
上
奉
仕
功
労
】

・
天
野

せ
つ

（
鰺
ヶ
沢
地
区
）

・
尾
崎

陸
男

（
鰺
ヶ
沢
地
区
）

・
戸
澤

洋
子

（
鰺
ヶ
沢
地
区
）

・
川
野

良
一

（
舞
戸
地
区
）

・
工
藤

美
那
子
（
舞
戸
地
区
）

・
佐
藤

繁
子

（
中
村
地
区
）

・
長
谷
川
ミ
ツ

（
中
村
地
区
）

・
三
ツ
谷
惠
子

（
赤
石
地
区
）



赤

石

支

部

はじめに「笑う門に福来た
る」と題し、木村陽子氏によ
る津軽弁でのやり取りでおき
るエピソードを交えた講話がありました。「笑えば一つ若返り、怒
りや悲しむと一つ老ける」など、楽しい話題に会場内は、笑いにあ
ふれていました。また、西海小学校１・２年生の皆さんからは、歌
やダンス、マット運動の披露があり、お昼には参加者と生徒一緒に
支部役員手作りの、新米の晴天の霹靂で作ったおにぎりと豚汁を味
わいました。最後は、生徒に手作りの雑巾が手渡され、短い時間で
はありますが世代を超えて交流することができました。

支部の活動

3 ふれあい

舞

戸

支

部

開 催 日：平成30年11月19日(月)
場 所：舞戸公民館 大ホール
参加人数：約50名

認知症予防体操で頭や体を
柔らかくしたあと、ニュース
ポーツである「スカットボー
ル」を体験しました。ゴルフのようにボールを打ち、３ｍ程度離れ
た９つの穴が開いている台をねらうも、名前のとおり「スカット」
とはいかず「もやもや」する様子もありましたが、自然と体を動か
す機会となりました。その後、支部役員手作りの昼食を堪能したあ
と、ビンゴ大会や舞戸小学校３年生による歌や、おはじきやお手玉
など昔遊びを参加者と一緒に楽しみ、手作りのメダルと元気をもら
いました。

開 催 日：平成30年11月22日(木)
場 所：赤石公民館
参加人数：約40名

各地域の公民館などを会場に、年1回程度開催しています。地域のお年寄りが子ども
達と集うことで、世代間交流の機会となります。でかける楽しみを持つことで閉じこ
もり予防にもつながります。今年も多くの方に参加していただき、各会場とても賑わ
いました。



支部の活動
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鯵
ヶ
沢
支
部

各町内の有志による踊りや歌
、ビンゴゲームなどで楽しみま
した。久しぶりに会った知人と
近況を話し、支部役員手作りのカレーライス、おしるこなどをおい
しくいただきました。今年は、和太鼓「蒼海海鳴り太鼓」の演奏も
あり、会場内はとても盛り上がりました。

開 催 日：平成30年10月26日(金)
場 所：山村開発センター
参加人数：約100名

中

村

支

部

開 催 日：平成30年11月18日(日)
場 所：中下婦人の家
参加人数：13名

中下地区では、お年寄りだけではなく、親子連れの参加もあり温
かい雰囲気で開催しました。参加人数は少なかったものの、参加者
全員が頭や体を動かすなどのレクリエーションを楽しみました。お
昼には、支部役員が心を込めて作ったカレーライスを味わい、和や
かな雰囲気に包まれた交流会でした。

南

金

沢

支

部

世代間交流を目的にふれあい
交流会が開催されました。当日
は、西海小学校３年生の皆さん
による、笛の演奏や流行の踊り、お手玉と肩もみなど約４０分間にわ
たり盛りだくさんのメニューで一緒に楽しみました。昼食後は、お楽
しみ会と題しカラオケや地元有志による踊りを鑑賞するほか、最後は
ビンゴ大会で今年最後の運試しに挑みました。

開 催 日：平成30年11月29日(木)
場 所：種里地区農村集会所
参加人数：約50名

【ふれあい交流会は、赤い羽根共同募金から助成を受けて行っています】



お知らせ
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②申込時期
平成31年度入学に係る借入申込は、平成31年2月から受付となりますが、推薦入学の場合

で、合格発表後すぐに入学金の納入が必要な場合は随時受付ます。

③他制度等が優先
・高等学校等就学支援金（私立高校）

・日本学生支援機構

・母子父子寡婦福祉資金（母子・父子世帯）

・日本政策金融公庫

・青森県育英奨学会

・銀行の教育ロ-ン

など

教

育

支

援

資

金

資金種類 教育支援金 就学支度金

対象世帯

低所得世帯（住民税非課税世帯）

※世帯を単位として貸付けるものであり、世帯の中で収入がある方（年金含む）
全員の所得状況の確認と証明する書類提出を求めます。

貸付限度額

【短大】月6.0万円以内
【大学】月6.5万円以内

50万円以内

※実際の必要経費分が申込金額となり、経費内訳が分かる書類の提出が必要です。

償還期間

短大10年 / 大学15年

※卒業後6ヶ月以内を措置期間とします。
※就学支度費の償還期間については金額によって2年以内から6年以内となります。

貸付利子

無利子

※償還期間を過ぎた時点で残額があった場合、延滞元金に対して年5.00％の延滞
利子が加算されますのでご注意ください。

連帯保証人 不要 ※世帯内で連帯借受人が必要です

④教育支援資金の申込から送金までの期間
概ね１ヶ月程度かかります。

※入学金等納入期限までに資金交付が間に合わない場合がありますので、ご了承下さい。

⑤貸付け対象外
・世帯への貸付となるため1人あたりの月額収入が8万円以上である場合や貸付利率を理由

に生活福祉資金を利用することはできません。

①授業料等滞納について
高等学校在学者の貸付相談に応じます。

※貸付の対象となる滞納授業料等は、過去に滞納している授業料などの直接学校に支払う経

費で、卒業見込の方が対象となります。

生活福祉資金貸付制度からのお知らせ
《教育支援資金・就学支援金について》



【
プ
ル
タ
ブ
】

井
上

蓮

岩
谷

松
子

長
内

き
よ
ゑ

(

株)

ア
ジ
デ
ン

工
藤

暸
子

孝
道
山
青
森
別
院

酒
井

岩
雄

佐
藤

和
男

澤
田
鉄
工
所

澁
谷

き
ゑ

澁
谷

玲
子

セ
ン
タ
ー
濱
未
来

滝
吉

孝
之

寺
沢

宏
弥

空き缶・ペットボトル収集状況 平成３０年９月１日～１１月３０日収集分

空き缶（アルミ・スチール） 1 , 3 2 0 k g

ペ ッ ト ボ ト ル 5 0 0 k g

合 計 1 , 8 2 0 k g

～平成３０年９月１日～１１月３０日までにご寄付を頂いた方々です～

【
古
切
手
】

岩
谷

松
子

工
藤

暸
子

佐
藤

和
男

マ
ル
イ
チ
工
業(

株)

リサイクル情報

収益金は福祉活動に役立てられています。
今後もみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

鰺ヶ沢町総合保健福祉センター

正面玄関 旧
い
こ
い
の
湯

みなさまの善意を「地域福祉社会」づくりに活かし取り組んでまいります。
今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

収集場所：鯵社協窓口

※ビン、スプレー缶などの一般ゴミの持ち込みは
ご遠慮ください

（
敬
称
略
）

6ふれあい

⚠ペットボトルは事前にフタを外して
ご持参ください

【
寄
附
金
】

孝
道
山
青
森
別
院

鰺
ヶ
沢
町
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

編集後記

編

集

後

記

本年も日本各地で災害の爪痕がまだ消えぬ内に新たな災害が発生し、多くの人
が被災者として支援を受けることになりました。青森県は被害は少ない方でした
が、いつか起こるであろう災害に備えて準備を整えておく必要があるかもしれま
せん。保存食・飲料水の備蓄や、懐中電灯をそろえていますか？
さて、今年は雪の少ない暖冬と言われていますが冬支度は万全でしょうか？屋

根の雪下ろしは毎年のように事故が発生しています。「自分は大丈夫」と考えな
いで、十分に注意を払うようお願いします。最後に一言、みなさま良いお年を！

（担当：A.S）

中
村

心
寧

長
谷
川

繁

本
庄

美
也
子

松
橋

や
つ
ゑ

見
崎

あ
い

湊
谷
歯
科

山
下

栄

山
本

三
江

山
屋

キ
ョ
ウ
子

(

有)

山
田
住
建


